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　OSが手作りできた1970年代のSOSP（ACM Symposium on Operating Systems Principles）

にはセマフォの提案など記憶に残る論文が多い． 1973年10月15日第4回SOSPではUNIXの

発表があり， この論文は翌年7月のCACMに掲載された．その論文は今月の名著名論で多田

好克が紹介する． ついでに名著のもう1件はコンパイラの最適化に使う静的単一代入形式（代

入文の左辺の変数は1回しか現れない）の論文を佐藤三久が解説した．

　音声認識， 音声合成は実用になれば便利なので， 早くから研究されてきた． 特集「音声情報

処理技術の最先端」（田中穂積 , 古井貞煕がエディタ）はその分野の最新の研究を紹介する． な

るほど自然な発話では， 線で消したり， 削除キーを押したりせず， 言葉だけで言い直しするか

ら， その処理は面倒らしい． 合成音声の認識は100パーセントなのかぜひ知りたいところである．

　 Webサービスの3回目は「ビジネスで使うWebサービス」天野富夫で，企業間のWebサー

ビスの仕掛けの概要が分かる． メッセージが確実に1回だけ相手に届くことが重要だとか． 

たしかに ! 　注文が何回も行ったりすると大ごとだ．

　ファイアウォール越えでネットワークを自由に使うにはネットワークをトンネルでシミュレ

ートすればよいとの発想のソフトイーサーは1年ほど前， 話題をさらう． 1月のプログラミング・

シンポジウムでは , 発表のほかに討論のためのセッションがあった．解説「SoftEtherの内部構

造」で作者登大遊が種を明かす． 対抗してソフトファイアウォールができないかと心配だが．

　カーナビもETCも使ったことはないが，大江準三「自動車における情報通信技術の流れ（後

編）」では， それらを始め， 今後導入される車と情報交換する技術がいろいろ紹介されている．

　アジアにおける IT事情は占部浩一郎「ASEAN諸国の状況・2」である． 発展度がばらばら

なASEAN各国で ITないしインターネット事情がいかに異なるか，要領よく語られる．

　センサをばらまくのは簡単さ． その情報の集め方では神経が1つの見本である． この夏の

ある合宿で， センサの信号線を次々と合流させ， 電線2本で制御と情報を伝達するDallas 

Semiconductorのチップのアーキテクチャが話題になった． さらにそれが無線になるのは目

前． アメリカ ITまわりは廣瀬正が無線「センサネット」の現状を報告する．

　相磯秀夫は学生に2つのコースを専攻せよと主張する（「“ Double Major”時代の大学院教

育」情報技術と教育）．同様な意見は多い． 昔München工科大学でも聞いたし， 東大の情報

工学でも対応学科がないのは， 他の専門の修得後の大学院進学を理想としたためでもあった．

　6名で担当するコラム，インターネット生活向上委員会も2周目に入る． 今回は冨米野孝

徳の「メールサービスの利用」だ． 通常のサービスではなく，迷惑な闖入者をプロバイダが

除去してくれるようなサービスを指す．

　9月上旬 IFIP WG2.1 Nottingham会議への途中， Bletchley Parkに寄る． 広大な土地だが， 

最盛時は1万人が働いていたとは想像外． そこで解読が進行していたドイツ軍暗号Enigma

がプロムナードの話題（「Enigmaへの挑戦」和田英一）． 帰路はLondonの科学博物館で階差

機関に最近増設されたプリンタを見たので， TuringとBabbageの旅となった． （jrh）
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